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「
文
化
」
の
発
信
が
小
売
り

に
お
け
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
分
か
り

や
す
い
例
と
し
て
、
前
号
で
日

本
橋
三
越
本
店
の
「
カ
ル
チ
ャ

ー
リ
ゾ
ー
ト
百
貨
店
宣
言
」
を

挙
げ
、
訪
日
外

国
人
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
）
に
と

っ
て
の
１
つ
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク

で
あ
る
百
貨
店

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

・
業
態
が
「
文
化
」
を
標
榜
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
物
の
背
景

に
あ
る
価
値
、
そ
れ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
豊
か
に
な
る
暮
ら

し
の
価
値
へ
の
共
感
・
納
得
が

な
け
れ
ば
、
物
は
動
か
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

新
聞
報
道
で
知
っ
た
ル
ミ
ネ

の
中
期
経
営
計
画
は
特
徴
的

だ
。
「
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
か

ら
Ｃ
Ｄ
（
顧
客
感
動
）
創
造
経

営
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に
、「
ラ

イ
フ
バ
リ
ュ
ー
」を
創
造
す
る
。

多
様
化
・
個
性
化
が
進
む
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
「
価
値

と
文
化
を
売
る
」
と
い
う
。
同

社
で
は
「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
「
デ
ザ
イ

ナ
ー
」
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
４

つ
の
機
能
を
強
化
し
て
き
た

が
、こ
れ
ら
を
さ
ら
に
追
及
し
、

駅
ビ
ル
の
枠
組
み
を
超
え
た
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

を
目
指
す
。
飲
食
を
含
む
海
外

・
国
内
ブ
ラ
ン
ド
と
の
協
業
も

進
め
、
独
自
の
商
品
開
発
や
Ｍ

Ｄ
提
案
も
強
め
る
方
向
に
あ

る
。ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

世
界
で
は
こ
の
間
、
Ｅ
Ｃ
（
電

子
商
取
引
）
が
急
拡
大
し
た
。

今
や
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く

ス
マ
ホ
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
物
が
買
え
る
時
代
に
な
っ

た
。
そ
の
中
で
新
た
な
モ
デ
ル

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え

ば
、
料
理
の
レ
シ
ピ
を
提
供
す

る
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
は
有
料

会
員
１
５
０
万
人
を
集
め
る
人

気
サ
イ
ト
。
毎
日
の
献
立
に
悩

む
女
性
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
物
を

売
る
の
で
は
な
く
、
レ
シ
ピ
と

い
う
多
様
に
存
在
す
る
食
文
化

を
提
供
し
、
日
常
生
活
に
お
け

る
女
性
の
悩
み
を
解
決
し
て
い

る
の
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人

気
の
レ
シ
ピ
で
紹
介
さ
れ
た
食

材
や
調
味
料
な
ど
が
売
れ
る
と

い
う
消
費
効
果
も
生
み
出
し
て

い
る
。
海
外
展
開
も
始
め
た
。

本
欄
で
は
、
必
ず
し
も
海
外

の
人
た
ち
の
嗜
好
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で

は
な
く
、
日
本
独
自
、
地
域
独

自
、
店
独
自
が
大
切
と
述
べ
て

き
た
。
そ
の
発
信
元
は
、
人
で

あ
る
。

人
の
日
常
に
根
ざ
し
た
ニ
ー

ズ
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
解
決

・
対
応
で
き
る
の
か
。
そ
の
中

で
自
店
が
扱
う
商
品
は
ど
こ
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
通
し

て
日
常
を
豊
か
に
し
て
も
ら
う

に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

宝
飾
専
門
店
で
あ
れ
ば
、
宝

飾
を
軸
と
し
た
顧
客
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
も
言
え

る
。
お
客
さ
ま

の
ラ
イ
フ
バ
リ

ュ
ー
を
育
て
、

自
店
に
し
か
な

い
強
み
�
文
化

を
育
て
る
こ
と

が
商
い
な
の
だ
。
そ
の
源
が
お

客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
販

売
員
の
役
割
は
大
き
い
。
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
の
販
売
員
の
真
価
が
問
わ
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。

（
本
澤
康
之
）

日本ジュエリー協会第４回通常総会終了後記者会見する再任の丸山朝会長（中央）

時
計
工
藝
新
聞
の

購
読
と
広
告
掲
載

の
お
申
し
込
み
は

�
０
３
�
３
８
３
４
�
４
８
８
６

一
般
財
団
法
人
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
協
会
は
、５
月
２６
日
、

東
京
都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム

で
「
第
４
回
通
常
総
会
」
を

開
き
、
終
了
後
に
記
者
会
見

を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
理
事
数

を
２８
人
か
ら
２０
人
に
減
ら

し
、
理
事
選
任
に
は
、
「
迅

速
な
決
定
」
を
出
来
る
体
制

に
す
る
た
め
に
選
出
し
た
。

丸
山
会
長
は
再
任
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
財
務
内
容
は
好
転

し
て
い
る
と
発
表
し
た
。

な
お
、
新
役
員
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

▽
会
長
�
丸
山
朝
。

▽
副
会
長
�
中
川
千
秋
、

近
藤
誠
。

▽
専
務
理
事
�
梅
澤
貞
夫

▽
常
任
理
事
�
相
原
信

夫
、
今
西
信
隆
、
亀
山
実
、

小
山
藤
太
、
佐
久
間
靖
晃
、

山
口
純
。

▽
理
事
�
氏
家
和
彦
、
荒

川
芳
秋
、
加
藤
久
雄
、
川
口

哲
生
、
武
内
佐
忠
、
西
田
良

洋
、
深
沢
栄
二
、
望
月
直
樹
、

同
望
月
尚
。

▽
監
事
�
管
田
茂
、
平
田

洋
司
。

▽
新
顧
問
�
政
木
喜
三

郎
、
長
堀
守
弘
、
桑
山
征
洋
、

堀
奉
之
。

公
益
社
団
法
人
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

（
東
京
都
中
央
区
、菅
沼
知
行

会
長
）は
、５
月
２５
日
に
東
京

都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
半
蔵
門
で
約
５０
人
の
会

員
が
参
加
し
て
第
４
回
定
時

総
会
を
開
き
、
新
会
長
に
小

宮
宇
子
氏
を
選
任
し
た
。

総
会
は
、
菅
沼
会
長
を
議

長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
平
成

２６
年
度
事
業
報
告
の
件
、
役

員
選
任
の
承
認
の
件
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
会
員
異
動
状
況

で
は
、
３
月
３１
日
現
在
の
会

員
数
は
、正
会
員
４
２
３
人
、

賛
助
会
員
３１
人
、
名
誉
会
員

４
人
の
合
計
４
５
８
人
と
な

っ
て
い
る
。
前
年
比
で
は
若

干
減
っ
て
い
る
が
、
若
い
会

員
が
増
え
て
い
る
�
�
と
し

て
い
る
。

２７
年
度
事
業
計
画
の
中
で

「
日
伊
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ジ
ュ
エ
リ
ー
交
流
展
」
を
７

月
３
日
～
１１
日
に
イ
タ
リ
ア

文
化
会
館
（
東
京
）
、
９
月

１９
日
～
２８
日
に
ジ
ュ
エ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
山
梨
）
、

１１
月
～
１２
月
ご
ろ
に
京
都
ま

た
は
神
戸
（
検
討
中
）
を
開

催
す
る
。

さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
交

流
提
言
の
広
場
を
Ｊ
Ｊ
Ｆ
２

０
１
５
会
期
中
に
開
く
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

議
案
終
了
後
に
、
４０
年
以

上
在
籍
会
員
１０
人
（
５
人
欠

席
）
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

た
。閉

会
後
、
別
室
で
理
事
会

が
開
か
れ
下
記
の
通
り
役
職

分
担
が
決
ま
っ
た
。

小
宮
新
会
長
は
「
私
で
２

人
目
の
女
性
会
長
と
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
会
員
は
、
素

敵
な
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

で
も
素
敵
に
は
、
限
界
が
あ

り
ま
せ
ん
。
素
敵
に
な
る
こ

と
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

て
い
け
ば
、
お
の
ず
と
道
は

開
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

私
は
関
西
の
人
間
で
す
の
で

テ
キ
パ
キ
と
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
た
」。

小
宮
宇
子
新
会
長
�
１
９

７
０
年
多
摩
美
術
大
学
の
彫

刻
科
を
卒
業
。
彫
金
教
室
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
講
師
を
経
て

フ
リ
ー
と
し
て
活
動
。
シ
ル

バ
ー
、
ア
ル
ミ
、
チ
タ
ン
等

の
素
材
を
中
心
に
、
異
素
材

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
独
自

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
制
作
に
あ
た

る
。
現
在
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
造
形
大
学
の
講
師
と
し

て
教
育
に
た
ず
さ
わ
り
な
が

ら
、
関
西
を
中
心
に
個
展
、

グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。

日本ジュエリーデザイナー協会第４回定時
総会で挨拶する小宮宇子新会長

平
成
２７
年
春
の
褒
章
が
４

月
２９
日
付
で
発
令
さ
れ
、
元

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合

理
事
長
の
上
田
耕
造
氏（
７６
）

（
上
田
銀
器
工
芸
�株
代
表
取

締
役
）
に
『
旭
日
双
光
章
』

が
授
与
さ
れ
た
。

上
田
氏
の
今
回
の
叙
勲
は

中
小
企
業
振
興
功
労
が
認
め

ら
れ
て
の
も
の
で
、
技
術
、

技
法
に
す
ぐ
れ
た
美
と
機
能

を
有
す
る
、
経
済
産
業
大
臣

及
び
東
京
都
知
事
指
定
の
伝

統
工
芸
品
で
あ
る
東
京
銀
器

を
、
永
年
に
わ
た
り
広
く
一

般
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た

�
業
界
の
発
展
に
関
す
る
功

績
�
、
理
事
長
に
選
任
さ
れ

て
か
ら
の
、
金
・
銀
器
業
界

の
販
路
拡
大
、
国
や
都
の
伝

統
工
芸
施
策
へ
の
協
力
、
全

国
金
工
品
組
合
協
議
会
会
長

へ
の
就
任
な
ど
、
組
合
理
事

長
と
し
て
各
方
面
で
活
躍
。

理
事
長
職
を
辞
し
た
あ
と
も

組
合
の
会
計
監
査
、
総
会
の

議
長
を
務
め
、
組
合
に
貢
献

し
続
け
る
�
組
合
役
員
と
し

て
の
功
績
�
や
�
後
継
者
育

成
に
関
す
る
功
績
�
な
ど
が

事
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

上
田
氏
は
平
成
１２
年
に
、

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合

の
副
理
事
長
と
し
て
『
黄
綬

褒
章
』
受
章
の
栄
に
浴
し
て

い
て
、
２
度
目
の
叙
勲
に
な

る
。勲

章
伝
達
式
の
会
場
で
は

『
黄
綬
褒
章
』
（
右
）
と
『
旭

日
双
光
章
』
（
左
）
が
上
田

氏
の
胸
を
飾
っ
て
い
た
。

元
東
京
金
銀
器
協
同
組
合
理
事
長

黄綬褒章に続き２度目の叙勲

春の褒章で「旭日双光章」を
授与された上田耕造氏

オ
リ
エ
ン
ト
時
計
�株
（
東

京
都
千
代
田
区
）
は
、
同
社

取
締
役
で
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ

ン
�株
取
締
役
人
事
本
部
長
の

川
名
政
幸
氏
が
、
平
成
２７
年

６
月
１
日
付
で
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
す
る
事
が
内
定

し
た
と
発
表
し
た
。

新
任
の
川
名
氏
は
長
野
県

出
身
。
５０
歳
。
８７
年
武
蔵
大

学
経
済
卒
業
。
８８
年
セ
イ
コ

ー
エ
プ
ソ
ン
生
活
協
同
組
合

入
社
。
９９
年
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
入
社
。
２
０
１
４
年
に

取
締
役
に
就
任
し
た
。

な
お
、
現
の
宮
川
二
郎
社

長
は
、
平
成
２７
年
６
月
１
日

付
で
取
締
役
に
就
任
す
る
。

（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
委
員
会

名
、
敬
称
略
）

▽
会
長
�
小
宮
宇
子
▽
副

会
長
�
小
林
誠（
公
募
事
業
、

活
動
促
進
事
業
）
同
�
関
根

正
文
（
公
募
事
業
、
活
動
促

進
事
業
）
▽
専
務
理
事
�
岩

間
大
（
総
務
管
理
、
地
区
）

▽
理
事
�
青
木
敦
子
（
展
示

・
発
信
事
業
、
総
務
管
理
）

同
�
荒
川
芳
秋（
公
募
事
業
、

地
区
）
同
�
井
上
陽
介
（
調

査
研
究
・
育
成
事
業
、
活
動

促
進
事
業
）
同
�
英
比
道
子

（
公
募
事
業
、
地
区
）
同
�

柏
倉
主
和（
活
動
促
進
事
業
、

地
区
）
同
�
木
村
善
明
（
公

募
事
業
、
展
示
・
発
信
事
業
）

同
�
菅
沼
知
行
（
活
動
促
進

事
業
、
ジ
ャ
パ
ン
デ
ザ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
）
同
�

田
中
治
彦
（
調
査
研
究
・
育

成
事
業
）同
�
谷
中
洋
子（
公

募
事
業
、
展
示
・
発
信
事
業
）

同
�
仲
剛
司
（
調
査
研
究
・

育
成
事
業
、
展
示
・
発
信
事

業
）
同
�
永
井
純
子
（
展
示

・
発
信
事
業
）
同
�
稗
田
麻

琴
（
公
募
事
業
、
展
示
・
発

信
事
業
）同
�
平
子
公
一（
展

示
・
発
信
事
業
、
地
区
）
▽

監
事
�
大
場
よ
う
子
（
ジ
ャ

パ
ン
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
研
究
）同
�
野
本
愛
子（
ジ

ャ
パ
ン
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
研
究
）
同
�
向
井
一
泰

（
公
認
会
計
士
）
▽
顧
問
�

石
倉
禎
江
、
同
�
木
全
本
。

円相場
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１２１．６３〃
１２２．５２〃
１２２．９８〃
１２３．６３〃
１２３．７４〃
１２４．１６〃
１２４．６２〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７５．８１円
７６．７８〃
７４．８４〃
７５．１６〃
７５．２７〃
７５．１６〃
７５．４９〃
７４．８４〃
７４．７３〃
７５．０６〃
７５．２７〃
７５．８１〃

Pt

４，９３２円
４，９７１〃
４，９２４〃
４，９５５〃
４，９４４〃
４，９３２〃
４，９４９〃
４，９１２〃
４，９０５〃
４，９０７〃
４，８９０〃
４，８８８〃

金

５，１００円
５，１２４〃
５，０９６〃
５，１１９〃
５，１０５〃
５，１２２〃
５，１３３〃
５，１１８〃
５，１３８〃
５，１４６〃
５，１７３〃
５，１８９〃

日 付

５月１８日�月
１９日�火
２０日�水
２１日�木
２２日�金
２５日�月
２６日�火
２７日�水
２８日�木
２９日�金

６月１日�月
２日�火

貴金属地金相場旬報
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小
売
の
テ
ー
マ
は
「
文
化
」
の
発
信

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

の
販
売
員
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
に

丸山朝会長を再任 ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららら

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
にににににににににににににににににににににににににににににににに
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減

財
務
内
容
は
好
転

オ
リ
エ
ン
ト
時
計
代
表
取
締
役
社
長

川
名
政
幸
氏
が
就
任

第
４
回
定
時
総
会

平
成
２７
年
度
事
業
計
画

日
伊
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
交
流
展

ＪＪＤＡ
新会長に 小宮宇子氏
会員数前年比で若干減も若い会員増

Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
新
役
員

上
田
耕
造
氏

に
旭
日
双
光
章
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新
役
員
を
発
表

協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
（
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ｃ
、
布
田
昭
理
事
長
）は
、

５
月
２０
日
に
開
催
し
た
第
５１

回
総
会
と
理
事
会
で
新
役
員

を
選
任
し
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
た
。

同
組
合
は
、
７
月
２２
日
午

後
１１
時
か
ら
、
役
員
紹
介
の

記
者
会
見
を
予
定
し
て
い

る
。新

役
員
は
次
の
通
り
。

▽
理
事
長

布
田
昭

	株

メ
ガ
ネ
の
大
宝
堂
・
代
表
取

締
役
社
長
▽
副
理
事
長

矢

野
博
久

	株
ヤ
ノ
メ
ガ
ネ
・

代
表
取
締
役
社
長
▽
商
品
委

員
長

相
澤
博
彦

	株
メ
ガ

ネ
の
相
沢
・
代
表
取
締
役
社

長
▽
販
促
広
報
委
員
長

興

石
丈
夫

	株
セ
イ
ビ
ド
ー
・

代
表
取
締
役
社
長
▽
教
育
委

員
長

能
勢
仁

	株
ノ
セ
眼

鏡
店
・
代
表
取
締
役
社
長
▽

商
品
副
委
員
長

谷
隆
一

（
新
任
）メ
ガ
ネ
の
田
中
チ
ェ

ー
ン
	株
・
取
締
役
営
業
部
部

長
▽
販
促
広
報
副
委
員
長

森
信
也

	株
キ
ク
チ
メ
ガ
ネ

・
代
表
取
締
役
社
長
▽
教
育

副
委
員
長

黒
澤
昌
寿

	株

ク
ロ
サ
ワ
眼
鏡
店
・
常
務
取

締
役
▽
事
務
理
事

半
田
秀

行（
昇
任
）Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
本
部
▽

顧
問

森
一
成

	株
キ
ク
チ

メ
ガ
ネ
・
代
表
取
締
役
会
長
。

米
国
宝
石
学
協
会
同
窓
会

日
本
支
部
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ

Ｊ
、
藤
田
健
会
長
）
は
、
５

月
２３
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら

御
徒
町
の
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
東
京
校
で
、
２
０
１
５

年
度
第
１６
回
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ

Ｊ
総
会
並
び
に
特
別
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
司
会
者
の
総
会

成
立
宣
言
に
次
い
で
、
土
井

芳
子
名
誉
会
長
が
挨
拶
「
こ

の
度
、
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
は
米
国
本
部
の
意
向
に
よ

り
、
４４
年
間
続
け
て
き
た
日

本
校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
６
月
頃
に

Ｇ
Ｉ
Ａ
本
校
の
学
長
が
交
代

し
、
こ
れ
ま
で
３
人
の
学
長

が
交
代
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
つ
ど
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
契
約

を
し
て
今
日
ま
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
い

っ
ぱ
い
で
や
め
る
と
云
う
事

で
し
た
が
、
交
渉
の
末
今
年

い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
先
、
理
事
会
で
ま

た
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
一
応
、
来
月

の
理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
予

定
で
す
。
私
が
４４
年
間
Ｇ
Ｉ

Ａ
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
同
窓
会
と
し
て
も

本
部
を
ど
こ
に
置
く
の
か
藤

田
会
長
と
も
話
し
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
、
会
長
選
出

で
藤
田
健
会
長
の
留
任
で
、

藤
田
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
の

２
年
間
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
皆
様
方
と
良
く
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
り
あ
え
ず
Ｇ
Ｉ
Ａ
―

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
が
１２
月
で
閉
校

と
云
う
ひ
と
つ
の
区
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
こ
れ
ま
で
日

本
校
に
置
い
て
き
ま
し
た
。

今
、
ア
メ
リ
カ
本
部
が
日
本

に
来
る
と
云
う
事
も
な
い
よ

う
で
す
が
、
一
応
６
月
の
理

事
会
に
て
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
５
年

間
や
っ
て
き
た
矢
先
に
組
織

の
変
更
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
先
の
２
年
間
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

挨
拶
し
、
提
出
議
案
が
ス
ム

ー
ス
に
承
認
さ
れ
、
そ
の
他

で
は
、
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
、
理
事
会
の

結
果
に
て
臨
時
総
会
を
Ｊ
Ｊ

Ｆ
会
場
で
行
う
事
に
意
見
を

ま
と
め
た
。

以
上
で
総
会
を
終
了
し
、

休
憩
後
特
別
セ
ミ
ナ
ー
‥
講

師
伊
藤
悟
氏
に
よ
る
「
百
貨

店
宝
飾
売
場
の
課
題
と
Ｇ
Ｉ

Ａ
―
Ｇ
Ｇ
の
役
割
」
の
タ
イ

ト
ル
で
行
わ
れ
た
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
第
１６
回
総
会
で
挨
拶
す
る
藤
田
健
会
長
�上
と
土
居
芳
子
名
誉
会
長
�下

あ
る
地
方
に
一
軒
の
中
古
車
屋
が
あ

る
。
こ
こ
は
４０
万
円
前
後
の
比
較
的
安
価

な
中
古
車
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
お
店

で
、
ご
夫
婦
と
一
人
の
若
い
整
備
士
と
で

営
業
し
て
い
る
。

お
店
自
体
規
模
も
小
さ
く
並
べ
た
車
も

特
に
特
別
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ

の
お
店
に
は
大
手
の
中
古
車
屋
で
は
考
え

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
お
店
で
中
古
車
を
購
入
す
る

と
、
２
年
ご
と
の
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
や
３

０
０
０
�
ご
と
の
オ
イ
ル
交
換
、
何
か
あ

っ
た
際
の
点
検
や
整
備
等
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
様
な
技
術
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

消
耗
品
を
含
む
作
業
に
至
る
ま
で
、
全
て

無
料
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う

の
だ
。
元
々
高
額
な
諸
費
用
を

初
に
と

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
購
入
の
際
の

諸
費
用
も

低
限
度
の
も
の
で
、
こ
の
購

入
後
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
に
し
て
い
る
の

は
、
本
当
に
こ
の
お
店
の
好
意
だ
け
と
言

え
る
。
当
然
購
入
し
た
お
客
か
ら
は
「
何

で
こ
ん
な
に
し
て
貰
え
る
の
か
？
」
と
疑

問
の
声
さ
え
出
る
ら
し
い
が
、
こ
の
理
由

を
お
店
の
方
に
尋
ね
る
と
、
驚
く
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
車
は
オ
イ
ル
を

い
つ
も
新
し
い
も
の
に
し
て
あ
げ
て
、
こ

ま
め
に
整
備
し
て
あ
げ
れ
ば
、
本
当
に
長

く
乗
っ
て
貰
え
る
。
手
を
か
け
ず
に
壊
れ

て
し
ま
え
ば
、
も
っ
と
大
き
な
お
金
が
か

か
っ
て
し
ま
う
。
私
達
は
車
を
売
る
の
も

仕
事
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
末
永
く
車
を

大
切
に
し
て
貰
え
る
様
に
し
て
あ
げ
る
事

も
、
大
切
な
事
な
の
で
す
。
そ
の
為
に
経

費
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
た

り
前
の
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い

う
答
え
だ
っ
た
。
モ
ノ
を
売
る
と
同
時
に

売
っ
た
モ
ノ
を
如
何
に
大
切
に
し
て
貰
え

る
か
と
い
う
こ
の
考
え
方
に
、
私
は
今
の

時
代
の
忘
れ
ら
れ
た
心
の
原
点
を
見
せ
ら

れ
た
気
が
し
た
。
モ
ノ
は
売
れ
ば
終
わ
り

で
は
な
く
、
む
し
ろ
売
っ
て
か
ら
が
商
売

で
あ
る
事
を
、
飽
食
の
時
代
と
も
言
え
る

今
、
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

売
る
前
の
ビ
フ
ォ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

く
、
売
っ
た
後
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

大
切
さ
は
、
フ
ァ
ン
と
も
い
え
る
固
定
客

を
作
っ
て
い
く
為
に
は
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
誰
も
が
分
か

っ
て
い
る
事
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
が
ず
れ
て
し
ま
う
事

も
少
な
く
無
い
。
買
っ
て
頂
い
た
も
の
の

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
ま
た
買
っ
て
頂
く

為
の
サ
ー
ビ
ス
に
集
中
し
て
し
ま
う
事
が

そ
の

た
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
純
粋
に
考

え
る
な
ら
ば
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
の
は
、
買
っ
て
頂
い
た
も
の
に
必
要
な

も
の
で
、
ま
た
買
っ
て
頂
く
為
の
サ
ー
ビ

ス
は
営
業
に
他
な
ら
な
い
。
私
も
こ
の
話

を
耳
に
し
て
、
や
は
り
ど
こ
か
で
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
意
味
に
つ
い
て
誤
解
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
？
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
既
に
次
の
営
業
へ
と
シ
フ
ト
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
思

い
を
拭
い
き
れ
な
い
で
い
る
。
車
と
い
う

こ
ま
め
に
買
い
替
え
る
、
も
し
く
は
買
い

足
す
商
品
の
話
と
は
ま
た
少
し
意
味
が
違

う
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ

は
臨
機
応
変
に
サ
ー
ビ
ス
の
形
を
変
え

て
、
機
会
が
あ
れ
ば
商
売
を
一
度
脇
に
置

い
た
「
無
償
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
「
無
償
」

の
思
い
で
実
践
し
て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う

か
。

（
本
澤
康
之
）

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
（
Ｇ
Ｉ

Ａ
同
窓
会
日
本
支
部
）
は
、

今
年
も
清
水
三
年
坂
美
術
館

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
６
月
６
日
の
午
前

１１
時
か
ら
、
京
都
祇
園
の
津

田
楼
で
開
催
す
る
。

毎
回
好
評
の
同
セ
ミ
ナ

ー
、
今
回
は
自
在
置
物
を
中

心
と
し
た
内
容
を
予
定
。
外

観
や
生
物
の
動
作
を
忠
実
に

再
現
す
る
自
在
置
物
は
非
常

に
貴
重
で
、
そ
の
創
り
だ
け

で
な
く
、
時
代
背
景
に
つ
い

て
も
学
べ
る
良
い
機
会
に
な

る
だ
ろ
う
。
普
段
は
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
越
し
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
美
術
館
の
収

蔵
品
を
実
際
に
手
に
取
り
、

村
田
理
如
官
庁
の
解
説
を
聞

く
。会

場
は
、
祇
園
の
中
で
も

特
に
美
し
い
佇
ま
い
の
「
祇

園

津
田
楼
」
。
大
正
時
代

の
建
物
の
津
田
楼
は
そ
れ
自

体
が
美
術
品
の
よ
う
だ
。
セ

ミ
ナ
ー
の
あ
と
は
、
会
場
の

津
田
楼
で
の
昼
食
が
付
く
。

定
員
は
２５
人
。
参
加
者
は

ル
ー
ペ
・
マ
ス
ク
・
手
袋
を

持
参
。
参
加
費
は
、
Ａ
Ａ
Ｊ

会
員
が
６
０
０
０
円
、
会
員

外
は
７
０
０
０
円
。

な
お
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す

る
。参

加
申
し
込
み
は
、
次
の

い
ず
れ
か
へ
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ｊ
Ｊ
Ａ
事
務
局

�
０３
―
３
８
３
９
―
８
２
３

４

田
辺
あ
い
子
携
帯
�
０

９
０
―
４
２
８
４
―
２
８
１

１

Ｅ
メ
ー
ル

松
倉
利
彦

tm
atsukura

@
nifty.co

m
シ
チ
ズ
ン
宝
飾
	株
（
東
京

都
台
東
区
、平
田
洋
司
社
長
）

は
、
今
年
で
４１
年
目
を
迎
え

た
�
シ
チ
ズ
ン
宝
飾
グ
ラ
ン

ド
フ
ェ
ア
in
大
阪
�
を
、
５

月
１６
日
１７
日
の
両
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で

開
催
し
た
。

富
裕
層
の
消
費
回
復
な
ど

一
部
で
は
明
る
い
話
題
が
あ

る
も
の
の
、
一
般
消
費
者
マ

イ
ン
ド
の
回
復
が
不
透
明
な

中
実
施
さ
れ
た
総
合
展
示

会
。
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ

た
。「

宝
石
本
来
の
価
値
や
希

少
性
の
魅
力
を
お
客
様
に
お

伝
え
し
た
い
と
こ
の
展
示
会

を
企
画
し
て
き
ま
し
た
」
と

い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
通

り
、
会
場
入
り
口
正
面
に
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
色
石
の
高

額
品
の
数
々
が
陳
列
さ
れ
、

来
場
者
の
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
た
。

ま
た
２
０
１
３
・
２
０
１

４
Ｊ
Ｊ
Ａ
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

作
品
等
を
紹
介
し
、
情
報
発

信
の
場
と
し
て
も
有
効
に
活

用
。
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ロ
ゴ

も
大
き
く
飾
ら
れ
展
示
会
の

独
自
性
を
狙
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
展
示
会
に
は
、
イ
タ

リ
ア
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・

ピ
キ
ョ
ッ
テ
ィ
氏
が
昨
年
に

引
続
き
来
場
。
他
に
も
梶
光

夫
氏
、
松
井
久
子
氏
を
は
じ

め
国
内
外
を
代
表
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
、

シ
チ
ズ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ー

ル�
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
�
や�
サ

ム
シ
ン
グ
ブ
ル
ー
�
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
な
ど
数
多
く
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
が
展
示
さ
れ
、
活
発

な
商
談
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
、
増
税
直
後
で
富

裕
層
集
客
に
注
力
し
た
昨
年

に
比
べ
て
購
買
単
価
は
下
が

っ
た
が
、
狙
い
通
り
来
場
者

数
が
増
加
。

昨
年
を
上
回
る
受
注
実
績

を
上
げ
、
一
昨
年
の
水
準
ま

で
回
復
し
た
。

同
社
は
�
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
な
ら
で
は
�
の
特
徴
あ
る

展
示
会
に
注
力
と
の
こ
と
。

平
田
社
長
は
「
宝
石
の
魅
力

を
主
役
に
顧
客
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
展
示
会
運
営
を
目

指
す
。�
展
示
会
品
質
�
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
シ
チ

ズ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上

に
努
め
た
い
。」と
語
っ
た
。

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
	株
は
、
９
月
３０
日

か
ら
１０
月
２
日
の
３
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
第

３
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル

ド
東
京
《
秋
》
」
を
開
催
す

る
。同

展
示
会
は
、
ウ
ェ
ア
、

バ
ッ
グ
、
シ
ュ
ー
ズ
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
ス
ト
ー
ル
・
ス

カ
ー
フ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
小

物
、メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
商
材
が
世
界
中
か
ら
一
堂

に
出
展
す
る
日
本

大
級
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
合
展
示

会
。
前
回
の
出
展
社
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
商
談
金
額
３８
億

円
の
結
果
が
出
た
。

今
回
は
、
有
力
企
業
８
５

０
社
が
出
展
し
、
前
回
に
比

べ
規
模
を
１
・
５
倍
に
拡
大

し
、
開
催
す
る
。

会
場
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
連
７
展
を
同
時
開
催
。
内

容
は
、
第
１
回
Ｏ
Ｅ
Ｍ

Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
１
０
０
社
）
第
１

回
テ
キ
ス
タ
イ
ル
東
京

国

際
生
地
・
素
材
展
（
１
０
０

社
）
第
３
回
国
際
ア
パ
レ
ル

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
２
０
０
社
）
第

６
回
国
際
ア
ク
セ
サ
リ
ー
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
６０
社
）
第
４
回
国

際
バ
ッ
グ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
１
２

０
社
）
第
４
回
国
際
シ
ュ
ー

ズ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
１
２
０
社
）

第
２
回
国
際
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
展
（
１
５
０
社
）
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
業
界
ト
ッ
プ
に
よ

る
講
演
を
併
催
。
「
業
界
活

性
化
＆
若
手
応
援
の
た
め
の

特
別
講
演
」
と
銘
打
ち
、
無

料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
、
資

料
請
求
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ル
ド
東
京
事
務
局
リ
ー

ド
ジ
ャ
パ
ン
	株
〒
１
６
３
―

０
５
７
０
東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
１
―
２６
―
２
新
宿
野
村

ビ
ル
１８
階
�
０３
―
３
３
４
９

―
８
５
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―

３
３
４
４
―
２
４
０
０

特

設
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
:

//w
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w
.fashion–tokyo.
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n/ 動

向

今
月
は
休
み
が
多
い
月
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
普
段
の

月
よ
り
多
い
月
で
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
は
珊
瑚
・

翡
翠
や
コ
ラ
ン
ダ
ム
の
大
き
い
サ
イ
ズ
で
非
加
熱
を
探
す
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

年
２
・
３
回
来
店
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
お
客
様
は
ベ
リ
ル
や
ス
ピ
ネ
ル
の
明
る
い

色
で
綺
麗
な
物
を
数
多
く
仕
入
れ
て
行
き
ま
し
た
。

国
内
の
お
客
様
も
パ
ス
テ
ル
系
の
色
合
い
の
ル
ー
ス
の
需
要
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

（
五
十
嵐
）

売れ筋ベスト１０

�１ サファイア

�２ ルビー

�３ アクアマリン

�４ ガーネット族

�５ スフェーン

�６ トルコ石

�７ スピネル

�８ ブルージルコン

�９ タンザナイト

�１０ ペリドット

東
京
貴
金
属
工
芸
品
工
業

協
同
組
合（
松
本
正
理
事
長
）

は
、
５
月
２１
日
午
後
３
時
か

ら
根
岸
の
東
京
貴
工
会
館
で

第
６９
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。総

会
は
、
過
半
数
の
出
席

で
成
立
宣
言
に
次
い
で
松
本

理
事
長
は
「
本
日
は
ご
来
賓

の
方
々
は
じ
め
組
合
員
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当

組
合
は
６９
回
目
の
総
会
を
迎

え
ま
し
た
が
、
業
界
の
低
迷

か
ら
こ
こ
数
年
組
合
員
が
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
を

な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
議
事

に
移
り
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
７
号
議
案
ま
で
が
ス
ム
ー

ス
承
認
さ
れ
、
第
９
号
議
案

の
理
事
及
び
監
事
の
選
挙
で

は
選
考
委
員
制
と
云
う
事
で

選
考
委
員
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
新
理
事
１２
人（
松
本
正
、

石
井
比
功
次
、
松
坂
哲
也
、

岡
内
駿
介
、
竹
内
忠
夫
、
斉

藤
豊
、
山
中
孝
文
、
浅
野
慎

二
、
岡
内
太
郎
、
松
橋
宏
一
、

山
中
一
郎
、
郡
司
公
正
）
、

監
事
２
人
（
高
野
雅
夫
、
渡

辺
敏
夫
）
が
選
出
さ
れ
、
別

室
で
初
理
事
会
を
行
い
新
役

員
（
理
事
長


松
本
正
、
副

理
事
長


石
井
比
功
次
、
専

務
理
事


松
坂
哲
也
）
が
発

表
さ
れ
、
松
本
理
事
長
が
引

き
続
き
継
続
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
と
挨
拶
し
、
議
事
を

終
了
し
、
来
賓
祝
辞
（
	一
熊

谷
弁
護
士
	二
古
河
税
理
士
）

が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

Ｉ
Ｊ
Ｋ
２
０
１
５

来
場
者
数
は
前
年

比
１
０
５
・
３
％

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
	株
は
、
先
月
開
催

し
た
「
第
１９
回
神
戸
国
際
宝

飾
展
（
Ｉ
Ｊ
Ｋ
２
０
１
５
）」

の
来
場
者
数
速
報
を
発
表
し

た
。５

月
１３
日
～
１５
日
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

同
展
示
会
の
総
来
場
者
数
は

１
万
１
３
５
２
人
で
、
前
年

比
で
１
０
５
・
３
％
に
な
っ

た
。内

訳
は
次
の
通
り
。

■
５
月
１３
日
、
６
０
７
６

人
■
５
月
１４
日
、
３
２
２
５

人
■
５
月
１５
日
、
２
０
５
１

人
■
３
日
間
合
計
、
７
３
０

１
人
（
前
年
比
１
０
２
・
７

％
）

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協

同
組
合
員
で
倉
内
商
店
店
主

の
倉
内
壮
英
さ
ん
が
、
５
月

２８
日
逝
去
。
享
年
８８
歳
。
祭

儀
は
新
潟
県
長
岡
市
喜
多
町

１
１
６
０
ノ
１
の
サ
ラ
き
た

ま
ち
で
近
親
者
の
み
で
行
わ

れ
た
。
喪
主
は
長
男
の
倉
内

英
明
さ
ん
。

＊２０１５年５月１ヶ月店頭販売（数量伸び率比較）調べ

資料提供�ミユキグループ（ジュエリーおかちまち）
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中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

７月

２～３

２３～２４

１６～１７

２７

６月

４～５

１１～１２

２９

１８～１９

１８～１９

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市中央区南船場１―６―１５

ＴＥＬ ０６―６２６６―４７８７

貴社と共に成長する会社を目指します

宝飾品の総合商社

片 岡 商 店 株 式 会 社

〒５５０―００１４ 大阪市西区北堀江１丁目１９番地１号
八光心斎橋ＡＩＲＢｌｄｇ５Ｆ

ＴＥＬ ０６（６５３１）８ ３ ７ １
ＦＡＸ ０６（６５３１）６ ４ ２ ５

５５月月のの色色石石ルルーースス

真のアフターサービスとは何か

一軒の小さな中古車店の教え

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
が
清
水
三
年
坂
美
術

館
と
の
コ
ラ
ボ
セ
ミ
ナ
ー
今
年
も
開
催

６
月
６
日
京
都
祇
園
の
津
田
楼
で

来
場
者
数
は
増
加

昨
年
上
回
る
受
注
実
績

シ
チ
ズ
ン
宝
飾
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
in
大
阪

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
第
５１
回

総
会
と
理
事
会

布
田
昭
理
事
長
を
再
任

ＧＧ
ＩＩ
ＡＡ
――
ＡＡ
ＡＡ
ＪＪ
第第
１１６６
回回
総総
会会

Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
閉
校
に

第
３
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル
ド
東
京
《
秋
》
開
催

あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
材
が
世
界
中
か
ら
一
堂
に
出
展

組
合
員
減
少
が
課
題

東
京
貴
金
属
工
芸
品
協
同

組
合
の
第
６９
回
通
常
総
会

��������������� ���（第三種郵便物認可）������
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オ
リ
エ
ン
ト
時
計
�株
（
東

京
都
千
代
田
区
、
川
名
政
幸

社
長
）
は
、
『
オ
リ
エ
ン
ト

ス
タ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
デ
イ

ト
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ

限
定
モ
デ
ル
』
１
型
１
ア
イ

テ
ム
（
価
格
５
万
円
＋
税
）

を
、
６
月
１０
日
か
ら
全
国
で

発
売
す
る
。

今
回
発
売
す
る
『
オ
リ
エ

ン
ト
ス
タ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

デ
イ
ト
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ッ
プ
限
定
モ
デ
ル
』
は
、
６

月
１０
日
に
発
売
す
る
『
オ
リ

エ
ン
ト
ス
タ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
デ
イ
ト
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
』

に
新
た
な
文
字
板
カ
ラ
ー
と

皮
革
バ
ン
ド
を
採
用
し
た

「
オ
リ
エ
ン
ト
ス
タ
ー
プ
レ

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
み

で
販
売
す
る
限
定
商
品
。

同
社
は
使
う
シ
ー
ン
を
問

わ
ず
、
使
い
や
す
い
サ
イ
ズ

の
直
径
３９
�
ケ
ー
ス
を
採

用
。
ケ
ー
ス
の
ベ
ゼ
ル
側
面

や
ラ
グ
斜
面
は
磨
き
に
こ
だ

わ
り
、
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
シ

ャ
ー
プ
な
印
象
に
仕
上
げ

た
。文

字
板
は
シ
ッ
ク
な
印
象

の
グ
レ
ー
文
字
板
と
ピ
ン
ク

ゴ
ー
ル
ド
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

と
針
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
り

な
が
ら
、
程
よ
い
色
気
を
感

じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し

た
。
な
お
、
グ
レ
ー
の
文
字

板
と
ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
の
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
と
針
の
組
み
合

わ
せ
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
ス
タ

ー
シ
リ
ー
ズ
初
の
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
。
ま
た
バ
ン
ド
に
は
高

級
感
溢
れ
る
カ
ー
フ
革
（
ワ

ニ
型
押
し
）
を
採
用
し
た
。

シ
ン
プ
ル
で
上
品
な
デ
ザ

イ
ン
の
中
に
大
人
の
色
気
を

持
た
せ
た
本
格
機
械
式
時
計

で
あ
り
な
が
ら
、
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
価
格
を
実
現
。
さ
ら

に
２
年
保
証
付
き
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ー
ン
か
ら
普
段
使
い

ま
で
、
気
軽
に
着
用
で
き
る

モ
デ
ル
に
仕
上
げ
た
。

時
刻
制
度
の
発
祥
を
記
念

す
る
神
事
「
漏
刻
祭
」
が
６

月
１０
日「
時
の
記
念
日
」に
、

大
津
市
神
宮
町
の
近
江
神
宮

で
、
午
前
１１
時
か
ら
斎
行
さ

れ
る
。

「
時
の
記
念
日
」
は
、
天

智
１０
年
（
６
７
１
年
）
４
月

２５
日
、
天
智
天
皇
に
よ
り
漏

刻
（
水
時
計
）
と
鐘
鼓
に
よ

っ
て
初
め
て
時
を
知
ら
せ
た

と
い
う
「
日
本
書
紀
」
の
記

述
（
※
）
に
も
と
づ
き
、
日

本
の
時
刻
制
度
が
始
ま
っ
た

事
積
を
記
念
し
て
、
そ
の
日

を
太
陽
暦
に
換
算
し
、
大
正

９
年
に
制
定
さ
れ
た
。

時
報
の
創
始
を
仰
ぎ
、
時

の
祖
神
・
天
智
天
皇
に
感
謝

の
祈
り
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
社
会
と
文
化
の
発
展
・

産
業
繁
栄
・
家
内
安
全
を
祈

願
す
る
祭
典
と
し
て
、
近
江

神
宮
創
祀
以
来
「
漏
刻
祭
」

が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

紀
元
２
６
０
０
年
の
佳
節

に
あ
た
る
１
９
４
０
年
（
昭

和
１５
年
）
に
創
祀
さ
れ
た
近

江
神
宮
は
、
天
智
天
皇
の
古

都
、
近
江
大
津
宮（
大
津
京
）

跡
に
鎮
座
す
る
。
旧
官
幣
大

社
・
勅
祭
社
で
あ
り
、
社
殿

は
近
江
造
り
・
昭
和
造
り
と

い
わ
れ
、
昭
和
の
神
社
建
築

の
代
表
と
し
て
登
録
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。

「
漏
刻
祭
」
当
日
は
王
朝

装
束
を
ま
と
っ
た
「
漏
刻
博

士
」役
を
先
頭
に
、
袿
袴（
う

ち
き
は
か
ま
）
姿
の
び
わ
湖

大
津
観
光
大
使
、
近
江
時
計

眼
鏡
宝
飾
専
門
学
校
学
生
の

方
々
を
従
え
て
、
各
時
計
メ

ー
カ
ー
か
ら
献
納
さ
れ
た
新

製
品
の
時
計
を
御
神
前
に
お

供
え
し
て
時
計
の
歴
史
の
進

展
を
奉
告
し
、
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
。

祭
典
の
中
で
は
奉
納
行
事

と
し
て
女
人
舞
楽
・
原
笙
会

に
よ
る
舞
楽
が
行
わ
れ
る
。

本
年
度
は
４
人
舞「
柳
花
苑
」

が
舞
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
日

の
恒
例
に
よ
り
、
滋
賀
県
華

道
協
会
の
流
派
持
ち
回
り
に

よ
り
内
拝
殿
前
に
献
花
が
活

け
込
ま
れ
る
。

祭
典
後
、
直
会
会
場
の
近

江
勧
学
館
で
、
和
時
計
学
会

関
係
者
に
よ
り
、
和
時
計
な

ど
の
展
示
が
行
わ
れ
る
。
な

お
、
当
日
は
時
計
館
宝
物
館

が
無
料
公
開
さ
れ
る
。

（
※
）
天
智
天
皇
１０
年
の

条
（
巻
二
十
七
）

「
夏
四
月
丁
卯
朔
辛
卯
、

置
漏
剋
於
新
臺
、
始
打
候
時

動
鍾
鼓
、
始
用
漏
剋
。」

東
京
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
京
浜
東

北
線
で
関
内
駅
ま
で
４０
分
。

渋
谷
駅
か
ら
東
急
東
横
線
で

日
本
大
通
り
駅
ま
で
３６
分
。

そ
し
て
最
寄
駅
か
ら
徒
歩

２
、
３
分
で
到
着
す
る
横
浜

ス
タ
ジ
ア
ム
が
す
ご
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

セ
・
リ
ー
グ
の�
お
荷
物
�

と
ま
で
言
わ
れ
た
横
浜
Ｄ
ｅ

Ｎ
Ａ
が
下
馬
評
を
覆
し
て
快

進
撃
を
続
け
て
い
る
か
ら

だ
。１

９
５
０
年
に
創
設
し
た

こ
の
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
優
勝

は
１
９
６
０
年
（
三
原
修
監

督
・
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
）
、

９８
年
（
権
藤
博
監
督
・
横
浜

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
の
２
回
だ

け
（
と
も
に
日
本
一
）。

し
か
し
、
０６
年
か
ら
１０
年

近
く
は
万
年
Ｂ
ク
ラ
ス
が
定

位
置
。そ
の
間
は
４
位
１
回
、

５
位
２
回
、６
位
６
回
。お
世

辞
に
も
、
よ
く
健
闘
し
た
と

は
い
え
な
い
成
績
だ
っ
た
。

だ
か
ら
プ
ロ
野
球
開
幕
前

に
は
当
然
優
勝
候
補
に
は
挙

が
ら
な
い
。
そ
れ
が
今
季
は

球
団
初
の
ホ
ー
ム
１１
連
勝
な

ど
、
セ
・
リ
ー
グ
首
位
で
交

流
戦
に
突
入
。
２９
勝
２０
敗
と

評
論
家
も
ビ
ッ
ク
リ
の
リ
ー

グ
首
位
に
立
っ
て
い
る
（
５

月
２６
日
現
在
）
。
ベ
イ
ス
タ

ー
ズ
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な

い
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
は
外
国
人
選
手
を
除

く
今
季
支
配
下
選
手
の
平
均

年
俸
が
１２
球
団
最
低
の
２
５

０
３
万
円
で
、
こ
ち
ら
も
４

年
連
続
の
最
下
位
。
ち
な
み

に
ト
ッ
プ
は
巨
人
の
６
８
９

３
万
円
。
そ
れ
だ
け
に
予
想

外
の
展
開
が
痛
快
な
の
だ
。

入
場
者
数
も
ア
ッ
プ
し
て

お
り
、
１
試
合
平
均
は
２
万

３
８
８
６
人
と
前
年
よ
り
８

・
８
％
も
増
加
し
て
い
る
。

も
と
も
と
投
手
陣
で
は
抑

え
に
不
安
が
あ
り
、
打
撃
陣

に
も
大
砲
が
不
在
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
抑
え
に
抜
擢

し
た
ド
ラ
フ
ト
１
位
新
人
の

山
崎
康
晃
（
２２
・
亜
大
）
が

大
き
い
。
そ
れ
と
�
今
年
は

筒
香
嘉
智
（
２３
）
と
心
中
す

る
�
と
キ
ャ
ン
プ
中
か
ら
中

畑
監
督
が
方
針
を
明
言
し

て
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に

今
季
か
ら
４
番
に
座
っ
た
筒

香
が
活
躍
を
見
せ
て
い
る
」

（
評
論
家
）
の
だ
。

筒
香
は
打
率
３
３
１
、
１１

本
塁
打
、
４０
打
点
の
い
ず
れ

も
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
（
２６
日
現

在
）
。
山
崎
は
１７
セ
ー
ブ
で

ト
ッ
プ
タ
イ
（
同
）。

こ
う
な
る
と
メ
ジ
ャ
ー
も

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
注
目
し
て

く
る
。

メ
ジ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
は
、

「
ツ
ツ
ゴ
ウ
は
昨
年
の
日
米

野
球
、
今
年
２
月
の
侍
ジ
ャ

パ
ン
で
も
プ
レ
ー
し
て
、
多

く
の
球
団
が
注
目
し
て
い

る
。
打
撃
フ
ォ
ー
ム
は
ど
っ

し
り
と
し
て
い
る
。
打
撃
に

関
し
て
は
日
本
人
選
手
の
中

で
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
」
と
高
評

価
だ
。

も
う
一
人
、
チ
ー
ム
の
躍

進
を
陰
で
支
え
て
い
る
人
物

が
い
る
。
球
界
き
っ
て
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
異

名
を
持
つ
投
手
コ
ー
チ
の
川

村
丈
夫
だ
。
権
藤
博
監
督
の

も
と
で
リ
ー
グ
優
勝
、
日
本

一
に
な
っ
た
９８
年
の
開
幕
戦

投
手
で
あ
り
、
１
安
打
完
封

勝
利
。
こ
の
快
投
か
ら
勝
利

に
突
っ
走
っ
た
。

２４
日
の
阪
神
戦
で
は
９
回

に
抑
え
で
登
場
し
た
山
崎
が

先
頭
打
者
・
上
本
博
紀
へ
の

頭
部
死
球
で
危
険
球
退
場
。

こ
の
と
き
は
両
チ
ー
ム
入

り
乱
れ
て
の
乱
闘
寸
前
に
な

っ
た
が
、
試
合
後
に
川
村
コ

ー
チ
は
動
揺
す
る
山
崎
を
連

れ
て
阪
神
の
和
田
監
督
に
謝

罪
。
こ
う
い
っ
た
ケ
ア
も
大

き
い
の
だ
。

「
ま
じ
め
で
視
野
が
広
く
、

少
々
の
事
で
は
じ
た
ば
た
し

な
い
」
と
い
う
の
が
権
藤
氏

の
川
村
評
だ
。
選
手
、
ベ
ン

チ
が
一
丸
と
な
っ
た
チ
ー
ム

は
弱
く
な
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
辰
雄
）

新
製
品
の
時
計
を
御
神
前
に
お
供
え

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売

協
同
組
合
（
近
藤
千
佳
之
理

事
長
）は
、
６
月
１０
日
の「
時

の
記
念
日
」
に
、
毎
年
恒
例

の
「
時
計
感
謝
祭
」
を
開
催

す
る
。

時
計
に
感
謝
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
「
時
」
へ
の
認
識

を
深
め
る
同
祭
が
、
今
年
も

午
前
１０
時
か
ら
上
野
公
園
の

五
条
天
神
社
で
催
さ
れ
る
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売
協

同
組
合
、
担
当
／
緑
川
・
樋

口
�
０３
―
３
８
３
１
―
２
２

３
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
５
８
１
８

―
１
０
２
２

奉
納
行
事
の
女
人
舞
楽
も

大
津
市
神
宮
町

の
近
江
神
宮
で

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
（
東

京
都
西
東
京
市
、
戸
倉
敏

夫
社
長
）
は
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
オ
ッ
チ
と
し

て
の「
信
頼
性
」と「
機
能
性
」

に
加
え
、「
想
像
力
」
と
い
う

価
値
観
を

提
案
す
る

ブ
ラ
ン
ド

『
シ
チ
ズ

ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
（
プ

ロ
マ
ス
タ

ー
）
』
の

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
本

格
派
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
「
エ
コ

・
ド
ラ
イ
ブ
レ
ー
シ
ン
グ
ク

ロ
ノ
グ
ラ
フ
」
３
モ
デ
ル
を

７
月
上
旬
か
ら
発
売
す
る
。

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
レ
ー

シ
ン
グ
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
」は
、

ア
ナ
ロ
グ
表
示
に
よ
る
時
刻

の
読
み
や
す
さ
と
、
デ
ジ
タ

ル
表
示
に
よ
る
多
彩
な
機
能

を
合
わ
せ
持
つ
本
格
派
ク
ロ

ノ
グ
ラ
フ
。
そ
の
最
大
の
特

徴
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

計
測
単
位
で
あ
る
１
／
１
０

０
０
秒
ま
で
計
測
可
能
な
こ

と
（
デ
ジ
タ
ル
表
示
）
に
あ

る
。
ま
た
レ
ー
シ
ン
グ
モ
ー

ド
で
は
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
使

用
に
も
対
応
す
る
よ
う
、
距

離
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
け

ば
、
平
均
速
度
や
最
高
速
度

を
表
示
す
る
こ
と
も
可
能
。

一
方
、
１
／
１０
秒
計
測
と
１

／
１
０
０
秒
計
測
は
ア
ナ
ロ

グ
針
で
表
示
さ
れ
、
と
く
に

１
／
１
０
０
秒
計
測
時
は
、

針
が
１
秒
に
１０
回
転
し
、
目

に
も
留
ま
ら
ぬ
ほ
ど
の
ス
ピ

ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格

は
ス
テ
ン
レ
ス
バ
ン
ド
モ
デ

ル
（
一
部
有
色
メ
ッ
キ
）
の

Ｊ
Ｗ
０
１
２
６
―
５８
Ｅ
が
７

万
７
０
０
０
円
、
ス
テ
ン
レ

ス
バ
ン
ド
モ
デ
ル
の
Ｊ
Ｗ
０

１
２
１
―
５１
Ｅ
と
革
バ
ン
ド

モ
デ
ル
の
Ｊ
Ｗ
０
１
２
６
―

５８
Ｅ
が
７
万
４
０
０
０
円
＋

税
。な

お
、
１
／
１
０
０
秒
計

測
の
際
の
針
の
動
き
は
シ
チ

ズ
ン
時
計
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ht

tps
://youtu.be/V

Q
IrK

5lU
B

jk

カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝

撃
ウ
オ
ッ
チ
「
Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
」
の
新
製
品
と
し
て
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
波
受
信
機
能
と
標

準
電
波
受
信
機
能
を
搭
載

し
、ベ
ゼ
ル
に
６４
チ
タ
ン（
※

１
）
、
主
要
パ
ー
ツ
に
チ
タ

ン
を
用
い

る
こ
と
で

軽
量
化
と

堅
牢
性
を

実
現
し
た

『
Ｇ
Ｐ
Ｗ

―
１
０
０

０
Ｔ
』
を

６
月
１２
日

か
ら
、
メ

ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
１４
万

円
＋
税
で
発
売
す
る
。

『
Ｇ
Ｐ
Ｗ
―
１
０
０
０
Ｔ
』

は
、
最
新
の
時
刻
修
正
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
備
え
た
「
Ｇ
Ｐ
Ｗ

―
１
０
０
０
」
を
ベ
ー
ス
モ

デ
ル
に
、
裏
蓋
や
遊
環
な
ど

の
パ
ー
ツ
に
軽
量
で
錆
び
に

く
い
チ
タ
ン
を
採
用
。
タ
フ

ネ
ス
性
能
や
機
能
は
そ
の
ま

ま
に
、
チ
タ
ン
を
採
用
す
る

こ
と
で
「
Ｇ
Ｐ
Ｗ
―
１
０
０

０
」
に
比
べ
て
約
１０
％
の
軽

量
化
を
実
現
す
る
だ
け
で
な

く
、
メ
タ
ル
な
ら
で
は
の
精

悍
さ
が
際
立
つ
モ
デ
ル
に
仕

上
げ
て
い
る
。
特
に
、
衝
撃

が
加
わ
り
や
す
い
ベ
ゼ
ル
に

は
、
通
常
の
チ
タ
ン
よ
り
も

強
硬
度
で
傷
が
つ
き
に
く
い

６４
チ
タ
ン
を
採
用
。
こ
れ
に

Ｄ
Ｌ
Ｃ
処
理
（
※
２
）
を
施

す
こ
と
で
耐
摩
耗
性
も
強
化

し
た
。
過
酷
な
環
境
で
も
正

確
な
時
を
刻
む
時
計
に
ふ
さ

わ
し
く
、
軽
く
強
い
素
材
と

耐
久
性
に
優
れ
た
仕
上
げ
で

高
い
堅
牢
性
を
備
え
た
「
Ｇ

―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」に
な
っ
た
。

※
１
‥
チ
タ
ン
合
金
の
１

種
で
あ
り
、
質
量
に
対
し
、

チ
タ
ン
９０
％
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
６
％
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
４
％

で
構
成
。

※
２
‥
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ

イ
ク
カ
ー
ボ
ン
の
略
で
、
主

に
炭
素
と
水
素
で
構
成
さ
れ

る
非
結
晶
質
の
カ
ー
ボ
ン
硬

質
膜
を
生
成
す
る
処
理
。

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
�株

（
東
京
都
港
区
、
服
部
真
二

社
長
）
は
、
本
格
的
な
ス
ポ

ー
ツ
ウ
オ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ

〈
セ
イ
コ
ー
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク

ス
〉
ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ナ
ー
ズ

か
ら
、
「
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸

上
２
０
１
５
北
京
」
開
催
を

記
念
し
た
限
定
モ
デ
ル
２
機

種
を
、
全
国
の
時
計
販
売
店

・
大
手
量
販
店
・
ス
ポ
ー
ツ

シ
ョ
ッ
プ
で
６
月
６
日
か

ら
、数
量
限
定
で
発
売
す
る
。

希
望
小
売
価
格
は
、
ソ
ー

ラ
ー
充
電
機
能
搭
載
モ
デ
ル

（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
０
３
３
）
が
１

万
７
０
０
０
円
＋
税
、
視
認

性
を
高
め
た
大
画
面
モ
デ
ル

（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
０
１
３
）
が
１

万
６
０
０
０
円
＋
税
、
販
売

数
量
は
各
１
０
０
０
本
。

同
社
は
、

３０
年
に
わ
た

り
、
世
界
陸

上
を
中
心
に

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
主

催
の
大
会
を

支
援
し
て
き

た
。
今
年
８

月
に
北
京
で

開
催
さ
れ
る

「
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸
上
２
０

１
５
北
京
」
で
も
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
タ
イ
マ
ー
と
し
て
大

会
を
支
援
。

限
定
モ
デ
ル
は
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
共
に
歩
ん
で

き
た
同
社
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
す
る
す
べ
て
の
人
に
贈
る

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
公
式
の
限
定
ラ
ン

ニ
ン
グ
ウ
オ
ッ
チ
だ
。

《
商
品
の
特
徴
》

■
電
池
切
れ
の
心
配
が
な

い
、
ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ナ
ー
ズ

ソ
ー
ラ
ー
（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
０
３

３
）■

大
き
な
表
示
で
見
や
す

い
、
ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ナ
ー
ズ

（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
０
１
３
）

■
使
い
や
す
さ
を
極
め

た
、
ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ナ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

は
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
�株

お
客
様
相
談
室

�
０
１
２

０
―
０
６
１
―
０
１
２

セ
イ
コ
ー
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク

ス
公
式
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌhtt

p
:

//w
w

w
.seiko

–
w

atc
h.co.jp/psx

チ
ー
ム
の
躍
進
を
陰
で
支
え
る
川
村
コ
ー
チ
の
存
在

世界がびっくりの快進撃
「時の主役」横浜ＤｅＮＡ

カシオ「Ｇ―ＳＨＯＣＫ」の新製品

主要のパーツにチタンで軽量化と

堅牢性実現ＧＰＷ―１０００Ｔ

オ
リ
エ
ン
ト
が
６
月
１０
日
か
ら
全
国
で
発
売

オ
リ
エ
ン
ト
ス
タ
ー

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
デ
ィ

ト

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
限
定
モ
デ
ル

シ
チ
ズ
ン「
プ
ロ
マ
ス
タ
ー
」か
ら
新
製
品

本
格
派
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

レ
ー
シ
ン
グ
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
」
３
モ
デ
ル

セイコープロスペックス スーパーラン
ナーズから

ＩＡＡＦ世界陸上２０１５北京

限定モデルの２機種発売

時
刻
制
度
の
発
祥
を
記
念
す
る
「
神
事
」

漏
刻
祭

「
時
の
祖
神
」
天
智

天
皇
に
感
謝
の
祈
り

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売
協
組
が
「
時
計
感
謝
祭
」

����	
���	����（第三種郵便物認可）������
��
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組

合（
出
井
久
幸
理
事
長
）は
、

５
月
１９
日
午
後
４
時
３０
分
か

ら
上
野
「
精
養
軒
」
で
、
第

５８
回
通
常
総
会
を
開
催
、
役

員
改
選
で
は
少
し
ず
つ
理
事

の
若
返
り
を
は
か
っ
た
。

総
会
は
、
司
会
者
の
総
会

設
立
宣
言（
組
合
員
数
９４
人
、

出
席
者
４０
人
、
委
任
状
出
席

４６
人
で
成
立
）
が
あ
っ
て
、

藤
田
専
務
理
事
の
開
会
に
次

い
で
出
井
理
事
長
は
「
本
日

第
５８
回
通
常
総
会
に
多
勢
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
の

話
題
で
は
も
っ
ぱ
ら
箱
根
火

山
の
話
し
が
連
日
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
海
外
で
は
ネ
パ

ー
ル
の
大
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
我
々
の
業
界
で
は
、
政

府
に
ス
ポ
ー
ツ
省
が
出
来
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
む
け

て
の
期
待
が
持
て
我
々
と
し

て
も
大
い
に
業
界
あ
げ
て
盛

り
上
げ
た
い
の
で
よ
ろ
し
く

ご
協
力
下
さ
い
」と
挨
拶
し
、

議
長
に
早
津
理
事
が
指
名
さ

れ
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号

議
案
ま
で
ス
ム
ー
ス
に
承
認

さ
れ
、
第
８
議
案
の
役
員
改

選
で
は
、
選
出
方
法
に
つ
い

て
議
長
一
任
で
選
考
委
員
制

に
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
推
選
の
理

事
２２
人
（
東
�
藤
田
進
、
横

田
賢
二
、
早
津
司
朗
、
金
安

伸
介
、
小
森
宮
康
之
、
小
倉

愼
太
郎
、
高
岡
洋
一
、
鹿
野

義
記
。
西
�
出
井
久
幸
、
皆

川
忠
弘
、
甲
斐
田
徳
秋
、
小

長
谷
毅
、
今
林
一
雄
、
荻
原

徹
。
南
�
熊
谷
昌
之
、
蒲
生

虎
人
。
北
�
和
気
誠
、
青
木

弘
光
、
原
喜
博
、
松
本
聖
二
、

有
賀
紀
之
、
島
田
芳
浩
）
、

監
事
�
松
下
芳
展
、
栗
原
久

一
が
承
認
さ
れ
、
新
理
事
別

室
に
て
協
議
の
結
果
、
理
事

長
�
出
井
久
幸
、
副
理
事
長

�
藤
田
進
、
専
務
理
事
�
小

長
谷
毅
が
就
任
し
、
出
井
理

事
長
は
「
再
度
選
出
い
た
だ

き
ま
し
た
が
当
組
合
が
こ
の

先
６０
年
７０
年
と
続
け
て
い
け

る
様
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
執
行
部
の
方
も
若
返

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
挨
拶
し
閉
会
し
た
。

第
５８
回
通
常
総
会
で
挨
拶
す
る
出
井
久
幸
理
事
長

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組

合（
片
山
敬
三
理
事
長
）は
、

５
月
２１
日
に
東
京
都
品
川
区

五
反
田
の
ゆ
う
ぽ
う
と
６
階

「
あ
や
め
の
間
」
で
「
第
６８

期
通
常
総
会
」
を
開
い
た
。

片
山
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
平
成
２６
年
度
の
共
同

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

共
同
購
買
事
業
で
は
、
メ

ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
、
メ
ガ
ネ
レ

ン
ズ
、
メ
ガ
ネ
拭
き
の
取
扱

高
が
２
％
減
少
。
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
や
、
組
合
員
減

少
の
影
響
と
説
明
し
た
。

共
同
宣
伝
事
業
で
は
、
初

開
催
し
た「
メ
ガ
ネ
供
養
会
」

の
成
果
を
報
告
し
た
。
都
内

の
一
般
消
費
者
を
対
象
に
、

合
計
８
４
０
本
（
前
年
比
８７

％
増
）の
メ
ガ
ネ
を
回
収
し
、

上
野
不
忍
池
辨
天
堂
で
供
養

し
た
。

ま
た
「
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」を
活
用
し
、関
東
、関
西
、

中
部
全
域
を
対
象
に
「
メ
ガ

ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
連
動

さ
せ
た
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
な
ど
、
消
費
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
さ

ら
に
、
後
継
者
を
育
成
す
る

全
国
眼
鏡
青
年
部
交
流
会
の

開
催
や
、
国
家
資
格
取
得
へ

の
活
動
を
進
め
た
。今
後
も
、

同
組
合
で
社
会
貢
献
活
動
や

他
団
体
と
の
交
流
を
推
進
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売
協

同
組
合（
近
藤
千
佳
之
理
事
長
）

は
、
５
月
２２
日
午
後
３
時
か
ら

上
野
・
池
之
端
の
東
天
紅
で
第

７３
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
冒
頭
近
藤
理
事
長
は

「
最
初
に
、
本
総
会
が
、
去
る

３
月
１０
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
定
款
改
正
に
よ
り
、
総

代
制
か
ら
総
会
制
に
移
行
し

て
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は

後
に
述
べ
ま
す
が
、
東
京
組

合
の
組
合
員
の
減
少
、
及
び

厳
し
い
経
営
状
況
か
ら
組
合

運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
」

「
平
成
２６
年
度
を
振
り
返

る
と
、
一
昨
年
同
様
、
大
変

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
は
皆
様
が
実
感
さ

れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
ま

す
。
消
費
税
増
税
前
の
駆
け

込
み
需
要
な
ど
、
一
部
か
ら

は
好
況
が
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
私
ど
も
零
細
な
小

売
業
に
と
っ
て
は
、
未
だ
厳

し
い
景
況
が
続
き
、
組
合
員

間
の
格
差
が
拡
大
す
る
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
組
合
員
、
仕
入
三
社
の

株
主
の
皆
様
に
は
多
大
な
費

用
の
御
負
担
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
加
え
て
ご

協
力
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
組
合
員
の
皆
様
の
こ
う

し
た
ご
協
力
に
報
い
る
た

め
、
組
合
の
運
営
、
仕
入
三

社
の
経
営
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
組
合
員
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
は
加
速

度
を
増
し
て
、
脱
退
者
が
相

次
い
で
お
り
、
現
在
の
組
合

員
数
は
２
２
３
名
と
な
っ
て

お
り
、
い
か
ん
と
も
し
難
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
組
合
員
の
減
少

は
、
組
合
事
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
創
設

か
ら
１
３
６
年
を
経
た
現
在

の
本
組
合
と
仕
入
三
社
の
力

量
で
は
、
国
産
時
計
メ
ー
カ

ー
に
は
太
刀
打
ち
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
理
事
、
職
員
が
半

年
以
上
に
わ
た
り
協
議
を
重

ね
た
結
果
が
、
全
国
組
織
で

あ
る
全
日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡

小
売
協
同
組
合
（
ジ
ョ
ウ
・

ジ
ャ
パ
ン
）
と
の
融
合
統
一

で
あ
り
ま
す
」

「
こ
れ
は
、
東
京
組
合
の

皆
様
の
資
産
を
共
有
、
今
後

と
も
大
切
に
保
有
し
、
組
合

員
へ
の
利
益
還
元
を
第
一
に

考
え
、
東
京
の
組
合
員
の
皆

様
と
全
国
の
時
計
店
の
皆
様

が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
率
を
継
続
、
セ
イ

コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
�株
を
は
じ
め

と
す
る
国
産
時
計
メ
ー
カ
ー

並
び
に
仕
入
三
社
の
指
定
商

社
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
継

続
し
な
が
ら
、
私
ど
も
の
時

計
店
の
将
来
を
見
越
し
た
最

善
の
施
策
で
あ
る
と
考
え
、

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た

ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
は
断
腸
の
思
い
で
あ
り
、

東
京
組
合
の
名
前
を
失
く
し

た
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
時
計
専
門
店

の
事
業
を
支
え
る
協
同
組
合

活
動
の
本
意
を
考
え
、
以
上

の
選
択
を
い
た
し
ま
し
た
」

「
組
合
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

『
東
京
時
宝
眼
小
売
広
報
』

に
つ
き
ま
し
て
は
、
１１
月
号

（
１
３
５
０
号
）
を
も
っ
て

廃
刊
と
い
た
し
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
の
共
同
仕
入
に
関
す

る
事
業
、
資
金
の
貸
付
に
関

す
る
事
業
、
教
育
に
関
す
る

事
業
、
損
保
代
理
業
な
ど
は

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
移
行

し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
継
続

し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
致
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
が
最
も
ご
心
配
な
さ
っ
て

い
る
出
資
金
等
約
４０
万
口
、

２
億
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
く
心
配
あ
り
ま
せ
ん
と
、

お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
皆
様
に
ご
協
議
い

た
だ
き
ま
す
本
年
度
の
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
１１

月
３０
日
に
ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ

ン
と
合
併
い
た
し
ま
す
の

で
、
８
ヵ
月
分
と
し
、
本
年

度
の
賦
課
金
、
代
払
保
証
料

の
御
負
担
を
い
た
だ
か
ず
に

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
組
合
、
仕
入
三
社
は
、

組
合
を
組
織
す
る
組
合
員
の

皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
全
国
組
織
と
の
合
併

と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か

っ
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
司
会

者
よ
り
総
会
成
立
が
宣
言
さ

れ
た
（
組
合
員
総
数
２
２
３

人
、
本
人
出
席
２８
人
、
書
面

出
席
３９
人
、
委
任
状
出
席
４９

人
）。次

に
議
案
審
議
に
移
り
、

第
１
号
議
案
平
成
２６
年
度
事

業
報
告
書
承
認
の
件
、
第
２

号
議
案
平
成
２６
年
度
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
、
第
３
号

議
案
損
失
処
理
案
承
認
の

件
、
監
査
報
告
書
の
報
告
が

承
認
さ
れ
、
次
に
、
第
４
号

議
案
平
成
２７
年
度
事
業
計
画

（
４
月
～
１１
月
末
）
決
定
の

件
（
本
年
、
１１
月
３０
日
ジ
ョ

ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
合
併
の

方
針
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本

年
の
事
業
計
画
は
、
来
る
１１

月
３０
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

第
５
号
議
案
平
成
２７
年
度
収

支
予
算
書
並
び
に
経
費
の
納

入
決
定
の
件
（
第
４
号
事
業

計
画
同
様
、
予
算
書
案
は
来

る
１１
月
３０
日
ま
で
と
し
て
あ

り
ま
す
。
本
年
度
の
賦
課
金

に
つ
い
て
は
、
徴
収
い
た
し

ま
せ
ん
。
既
に
、
納
入
い
た

だ
き
ま
し
た
金
額
（
４
月
か

ら
７
月
分
）
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
お
戻
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
）
以
上
４
号
、

５
号
議
案
も
拍
手
で
承
認
さ

れ
、
次
に
、
第
６
号
議
案
平

成
２７
年
度
加
入
手
数
料
決
定

の
件
、
第
７
号
議
案
平
成
２７

年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限

度
額
決
定
の
件
、
第
８
号
議

案
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付

金
残
高
及
び
債
務
保
証
の
残

高
額
最
高
限
度
決
定
の
件
、

第
９
号
議
案
役
員
報
酬
決
定

の
件
、第
１０
号
議
案
手
数
料
、

貸
付
利
息
最
高
限
度
額
決
定

の
件
、
第
１１
号
議
案
平
成
２６

年
度
福
祉
生
命
共
済
会
会
計

報
告
の
件
。
次
に
、
重
要
関

連
会
社
、
仕
入
事
業
三
社
の

業
務
報
告
（
こ
の
た
び
の
組

合
合
併
の
基
と
な
っ
た
組
合

員
２
２
３
人
（
仕
入
三
社
含

む
）
中
、
三
社
株
主
２
０
７

人
の
仕
入
三
社
の
取
引
条
件

の
維
持
が
困
難
な
た
め
、
新

た
に
株
主
募
集
を
図
る
目
的

に
て
、
本
年
１１
月
３０
日
を
も

っ
て
ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
へ

譲
渡
移
行
の
方
針
で
あ
り
ま

す
。
当
然
、
三
社
の
株
主
の

皆
様
は
、現
在
の
取
引
条
件
、

支
払
条
件
の
ま
ま
取
引
が
継

続
で
き
、
三
社
共
代
払
保
証

料
の
負
担
も
あ
り
ま
せ
ん
。

既
に
納
入
い
た
だ
い
た
代
払

保
証
料
（
４
月
か
ら
７
月
）

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
お
戻

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

と
報
告
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。

平
成
２６
年
度
長
寿
祝
金

（
�資
フ
ジ
ヤ
・
近
藤
康
子
、

�有
ア
カ
シ
ア
商
会
・
辻
村
喜

裕
、
�資
ア
キ
ラ
時
計
眼
鏡
店

・
長
谷
川
君
子
、
安
田
時
計

店
・
安
田
吉
保
、
�有
水
晶
堂

・
内
田
淳
）
が
近
藤
理
事
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
閉
会
し
た
。

第５３回通常総会で力強く決意の表
明をした近藤千佳之理事長

ウインクチェーン（加盟社１３２社、２４０店舗）の
第３７期定時総会

日
本
貴
金
属
文
化
工
芸
協

同
組
合（
小
原
雄
司
理
事
長
）

は
５
月
２７
日
に
東
京
都
台
東

区
の
オ
ー
ラ
ム
で
「
第
５３
回

通
常
総
会
」
を
開
い
た
。

最
初
に
小
原
理
事
長
は

「
ま
だ
我
々
の
業
界
に
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
感
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
恩
恵
を
受
け
た
業
界
だ
け

に
光
が
当
た
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
世
の
中
は
我
々
が
考

え
て
い
る
以
上
に
早
い
ス
ピ

ー
ド
で
動
い
て
い
ま
す
。
い

ま
や
業
界
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
若
い
人

を
中
心
に
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。こ

の
あ
と
、
技
能
検
定
に

功
労
の
あ
っ
た
４
社
（
１
社

欠
席
）
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞

社
を
代
表
し
て
�株
ノ
ブ
コ
イ

シ
カ
ワ
の
石
川
佳
柄
社
長
が

「
姉
か
ら
会
社
を
引
き
継
い

で
３
年
に
な
り
ま
す
。
姉
の

生
前
の
こ
ろ
か
ら
後
継
者
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
、
国
家
試
験
を

受
験
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
３０
年
間
、
試

験
と
い
う
も
の
を
受
け
て
こ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、昨
年
、

１４
人
の
社
員
の
う
ち
、
１２
人

が
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
６
月
２３
日
か
ら
７

月
１９
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

ト
ラ
ン
プ
博
物
館
で
、
イ
シ

カ
ワ
ノ
ブ
コ
の
作
品
を
復
刻

さ
せ
、展
示
会
を
行
い
ま
す
。

日
本
発
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
世

界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

こ
の
後
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
６
号
議
案
ま
で
が
承
認

さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。

〈
上
〉
第
５３
回
通
常
総
会
で
挨
拶
す
る
小
原
雄
司
理
事
長
〈
下
〉
技
能
検
定
の
功
労
で
表
彰
さ
れ
た
石
川
佳
柄
社
長

中
小
眼
鏡
店
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る

ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン
（
加
盟

社
１
３
２
社
、２
４
０
店
舗
）

は
、
第
３７
期
定
時
総
会
を
４

月
１５
日
に
熱
海
後
楽
園
ホ
テ

ル
で
開
き
、
新
年
度
事
業
計

画
案
、
予
算
案
な
ど
各
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
。
新
年

度
の
重
要
事
業
テ
ー
マ
は
�１

加
盟
店
の
商
圏
や
事
業
形
態

に
応
じ
た
「
選
択
と
集
中
」

支
援
�２
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
力
向
上
支
援
�３

本
部
取
扱
商
品
の
拡
大
の
３

点
を
柱
に
。

事
業
計
画
で
は
�１
教
育
�２

店
舗
開
発
指
導
�３
販
売
促
進

�４
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

�５
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�６
社
会
貢

献
�
�
と
い
っ
た
各
種
事
業

を
中
心
に
、
多
面
的
施
策
で

加
盟
店
を
支
援
す
る
。

こ
の
う
ち
、
店
舗
開
発
指

導
で
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
加
盟
店
訪
問
サ
ポ

ー
ト
、
出
店
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
努
め
る
。
販
売
促
進
面
で

は
、
各
種
協
同
販
促
物
制
作

の
提
案
、
ウ
ェ
ブ
広
告
用
デ

ー
タ
ー
の
制
作
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

販
促
な
ど
を
進
め
る
。ま
た
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
ケ
ー
ス
な
ど
の
本
部

取
扱
商
品
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
差
別
化
商
品
、
高
感
度

商
品
の
拡
大
と
い
っ
た
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
推
進

す
る
。

こ
の
ほ
か
、
研
修
会
の
充

実
な
ど
に
よ
る
教
育
事
業
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

追
加
機
能
項
目
の
精
査
・
回

収
な
ど
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
す
る
。

社
会
貢
献
事
業
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
。

眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進

機
構
へ
の
協
力
も
引
き
続
き

事
業
方
針
に
盛
り
込
ん
だ
。

総
会
で
は
、
重
要
事
業
と

位
置
付
け
た
「
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
力
向
上
」
支
援
の
一

環
と
し
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
実
施
。
会
員
、
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
模
擬
演
技
も
行
っ
た
。

さ
ら
に
ダ
イ
ヤ
精
機
�株
諏

訪
貴
子
社
長
を
講
師
に
招
き

「
中
小
企
業
が
生
き
抜
く
た

め
の
経
営
改
革
と
人
材
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念

講
演
会
も
開
催
し
た
。

坂
口
商
会
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
ー
２
０
１
５
」
を
開
催

大
正
９
年
創
業
で
老
舗
宝

飾
品
卸
業
者
の
�株
坂
口
商
会

（
東
京
都
台
東
区
、
坂
口
元

章
）
は
、
６
月
１８
日
の
１２
時

か
ら
１７
時
、
時
事
通
信
ビ
ル

２
Ｆ
の「
時
事
通
信
ホ
ー
ル
」

で
『
セ
ラ
リ
オ
ン

プ
レ
ス

テ
ー
ジ

ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ

ア
ー
２
０
１
５
』
を
開
催
す

る
。同

展
に
は
、
ビ
ー
ビ
ー
ジ

ー
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
、
ｉ
ｃ
ｉ
、

ｊ
ｕ
ｎ

ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
、
水

野
薫
子
、
浅
野
邦
子
、
真
々

田
誠
次
、
津
守
幾
久
子
と
い

っ
た
ブ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
出
展
す
る
。

�株
テ
ィ
ー
デ
ィ
ー
イ
ー
５

月
昼
食
会
が
５
月
２１
日
、
オ

ー
ラ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
外
交

評
論
家
・
加
瀬
英
明
氏
（
写

真
）
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。

今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は
「
ユ

ダ
ヤ
５
０
０
０
年
の
知
恵
」

と
題
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
き

方
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

加
瀬
氏
は
１
９
３
６
年
１２

月
東
京
生
ま
れ
、慶
応
大
学
、

エ
ー
ル
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
学
ぶ
。
１
９
７
７
年

か
ら
福
田
、
大
平
、
鈴
木
、

中
曽
根
各
首
相
の
特
別
顧
問

な
ら
び
に
顧
問
と
し
て
米
国

訪
問
に
随
行
す
る
な
ど
数
多

く
の
外
交
活
動
の
経
験
を
持

ち
、
「
ア
メ
リ
カ
は
い
つ
ま

で
超
大
国
で
い
ら
れ
る
か
」

な
ど
国
内
外
の
文
化
、
外
交

に
関
す
る
著
書
も
多
い
。
講

演
の
内
容
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
波

乱
に
富
む
歴
史
の
中
で
如
何

に
生
き
抜
い
て
き
た
か
…
な

ど
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
難

度
の
高
い
講
演
で
予
定
時
間

を
上
回
る
ほ
ど
の
熱
気
で
行

わ
れ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
教
の

信
者
、
ま
た
は
ユ
ダ
ヤ
人
を

親
に
持
つ
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
民
族
集
団
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
の
調
査
で
は
全

世
界
に
１
３
４
０
万
人
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
説

に
は
２
０
０
０
万
人
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
歴
史
上
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
社

会
で
多
く
の
中
傷
や
迫
害
を

受
け
て
き
た
。
特
に
世
界
大

戦
中
は
歴
史
的
な
迫
害
を
受

け
続
け
て
き
た
が
、
中
に
は

民
族
や
宗
教
で
差
別
、
迫
害

す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
と

し
て
ド
イ
ツ
の
オ
ス
カ
ー
・

シ
ン
ド
ラ
ー
や
杉
原
千
畝
は

希
有
の
勇
気
を
も
っ
て
救
っ

た
者
も
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
陰
惨
な
迫
害

の
歴
史
を
背
負
い
な
が
ら
も

「
笑
い
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
、
笑
い
は
パ
ワ
ー
の
源
」

を
心
の
支
え
と
し
て
、
ま
た

過
去
の
歴
史
を
教
訓
と
し
て

今
で
は
世
界
各
国
で
力
強
く

生
き
て
い
る
。

プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｐ
Ｇ

Ｉ
）
は
、
５
月
２０
日
に
東
京

都
港
区
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
「
プ
ラ
チ
ナ
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１

５
」
を
開
い
た
。

プ
ラ
チ
ナ
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ

ミ
ナ
ー
は
、
プ
ラ
チ
ナ
の
高

い
価
値
を
多
く
の
販
売
ス
タ

ッ
フ
に
正
確
に
話
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
標
に
、
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売
に

携
わ
る
人
を
対
象
に
し
た
無

料
セ
ミ
ナ
ー
。

商
品
・
素
材
の
正
し
い
理

解
に
加
え
、
そ
れ
が
も
た
ら

す
顧
客
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
商
品
と
顧
客

を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
説
明
す
る
。
消
費
者
と

直
接
対
峙
し
て
い
る
店
頭
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
プ
ラ
チ
ナ

・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売
力
向

上
の
た
め
の
実
践
的
な
学
び

に
注
力
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
店
頭
か
ら
も
大
き
な

支
持
を
得
て
い
る
。

Ｐ
Ｇ
Ｉ
は
、
参
加
者
に
同

セ
ミ
ナ
ー
を
、
知
識
の
取
得

の
み
な
ら
ず
、
宝
飾
販
売
の

課
題
を
共
有
す
る
ひ
と
つ
の

機
会
と
捉
え
、
今
後
の
積
極

策
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い

考
え
だ
。

今
年
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ

ン
ド
に
合
わ
せ
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
提
案
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え

た
。プ

ラ
チ
ナ
ネ
ッ
ク
レ
ス
１

点
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
い

旬
の
ト
ッ
プ
ス
２
点
を
選

び
、
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
な
が
ら
、
商
品
・

素
材
知
識
と
顧
客
の
メ
リ
ッ

ト
を
掛
け
合
わ
せ
た
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
組
み
立
て
た
。

東
京
の
ほ
か
、
名
古
屋
、

大
阪
、
福
岡
の
全
国
主
要
都

市
で
も
開
催
し
た
。

日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組

合（
後
藤
俊
明
理
事
長
）は
５

月
２０
日
、
東
京
・
東
上
野
の

オ
ー
ラ
ム
で
「
第
２７
回
通
常

総
会
」を
開
催
し
た（
写
真
）。

組
合
員
１２
社
中
、
出
席
１１

社
（
内
委
任
状
１
社
）。

村
尾
嘉
章
専
務
理
事
の
司

会
で
中
川
繁
樹
副
理
事
長
の

開
会
の
辞
、
後
藤
俊
明
理
事

長
の
挨
拶
に
次
い
で
総
会
成

立
宣
言
が
行
わ
れ
、
議
長
に

中
川
繁
樹
副
理
事
が
選
任
さ

れ
議
案
審
議
に
移
り
、
平
成

２６
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
平
成
２７
年
度
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。

次
に
借
入
金
最
高
限
度
額

の
件
、
賦
課
及
び
徴
収
方
法

な
ら
び
に
手
数
料
、
貸
付
利

息
及
び
保
証
料
の
最
高
限
度

額
決
定
の
件
が
承
認
さ
れ

た
。任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
全
役
員
の
重
任

が
決
ま
り
、
目
黒
和
紀
副
理

事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し

た
。

�株
サ
ン
ニ
シ
ム
ラ
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
、
西
村
文
子
代

表
取
締
役
）
は
、
先
月
開
催

さ
れ
た
「
第
５１
回
Ｅ
Ｇ
Ｆ
展

示
会
（
Ｅ
Ｙ
Ｅ

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｓ

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１

５
）
」
で
お
披
露
目
し
た
新

製
品
を
、
こ
の
た
び
新
発
売

す
る
。

同
社
の
取
り
扱
う
商
品
は

３
８
０
０
種
類
以
上
。
眼
鏡

工
具
、
眼
鏡
機
器
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
調
整
・
修
理
・
加

工
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
幅
広
い
商
品
を
開

発
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
発
売
さ
れ
る

『
ア
ン
グ
ル
ア
ジ
ャ
ス
ト
パ

ッ
ト
』
は
、
樹
脂
部
分
を
回

転
さ
せ
る
機
能
を
有
し
た
、

フ
レ
ー
ム
に
過
度
の
ス
ト
レ

ス
を
加
え
ず
に
調
節
で
き

る
、
新
発
想
の
ノ
ー
ズ
パ
ッ

ト
だ
。

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
作
業
で

角
膜
頂
点
距
離
を
取
る
た
め

箱
足
を
伸
ば
し
た
時
な
ど
に

箱
蝶
の
角
度
が
変
わ
り
、
ノ

ー
ズ
パ
ッ
ト
が
装
着
者
に
適

さ
な
い
角
度
に
な
っ
て
も
、

箱
足
に
無
理
な
曲
げ
を
施
す

こ
と
な
く
角
度
の
変
更
が
可

能
。
芯
金
部
分
は
約
２０
度
ご

と
に
回
転
す
る
。

『
ア
ン
グ
ル
ア
ジ
ャ
ス
ト

パ
ッ
ト
』
は
、
４
組
入
り
で

卸
価
格
‥
２
５
０
円
＋
税
。

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

東京時計宝石眼鏡小売協 第７３回通常総会

近藤千佳之理事長

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
合
併
方
針
発
表

時
計
店
の
将
来
見
越
し
た
最
善
の
施
策

全
東
京
記
章
商
工
協
組
第
５８
回
通

常
総
会
で

出
井
久
幸
理
事
長

理
事
の
若
返
り
図
る

日本貴金属文化工芸協組「第５３回通常総会」

若い人中心にインバウンド
への取り組み考えよう

小
原
雄
司
理
事
長
が
訴
え
る

２６
年
度
の
共
同
事
業
の
実
施
状
況
報
告

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
組

第
６８
回
通
常
総
会

ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククククククククククククククククククククチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
第３７期定時総会 各議案を可決

新
年
度
の
重
要
事
業
テ
ー
マ
は
３
点
を
柱
に

◆
「
選
択
と
集
中
」支
援
◆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
力
向
上
支
援
◆
本
部
取
扱
商
品
の
拡
大

日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合

第
２７
回
通
常
総
会

サンニシムラ「第５１回ＥＧＦ展

示会」でお披露目の新製品発表

アアンンググルルアアジジャャスストトパパッットト

加加瀬瀬英英明明氏氏がが「「ユユダダヤヤ
５５００００００年年のの知知恵恵」」講講演演

ＴＤＥ５月昼食会ＰＧＩ
プ
ラ
チ
ナ
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５
開
催

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売
力

向
上
の
為
の
実
践
的
な
学
び
に
注
力

	
������������ ���（第三種郵便物認可）������


